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2025 年 7 月 22日 

 

岐阜市 

アストラゼネカ株式会社 

「岐阜市とアストラゼネカ株式会社との岐阜市民の健康づくりの推進等

に関する連携協定」を締結 

非感染性疾患:NCDs（生活習慣病）の予防・早期発見・早期治療を推進 

アストラゼネカ株式会社（本社：大阪市北区、代表取締役社長：堀井 貴史、以下、アストラゼネカ）と

岐阜県岐阜市（市長：柴橋 正直、以下、岐阜市）は、この度「岐阜市民の健康づくりの推進等に関す

る連携協定」を締結しました。本協定のもと、岐阜市が掲げる「市民誰もが健康かつ生きがいを持ち、安

全 ・安心で豊かな生活を営むことができるまち」の実現に向け、非感染性疾患:NCDs(生活習慣病)発症

予防及び早期発見・早期治療の推進による健康寿命の延伸に取り組んでまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（左から、岐阜市 柴橋 正直市長、アストラゼネカ株式会社 代表取締役社長 堀井 貴史） 

岐阜市において、死因順位別死亡者数（2023 年）は「悪性新生物（がん）」「心疾患」「老衰」「脳血

管疾患」「肺炎」の順に多く 1、死因上位の疾患を NCDs が占めており、要介護や死亡の要因の一つにも

なっていることから、さらなる NCDs への包括的な対策が重要な課題となっています。また、心疾患の標準化

死亡比は男 107.5、女 119.2 と全国より高い状況が続いている 2 ことが健康課題の一つとなっています。

さらに、NCDs の一つである COPD（慢性閉塞性肺疾患）は、症状が悪化すると慢性心不全などの心血

管イベントにも影響があることがわかっています 3。厚生労働大臣が定める国民の健康増進の推進のための

基本方針に基づく健康づくり運動「健康日本 21（第三次）」では、2032 年までに人口 10 万人あたり

の COPD による死亡を 10.0 まで減少させるという新たな目標が掲げられており、岐阜市においても COPD

の死亡率の減少を目指すことを目標としています。 

このような状況を受け、アストラゼネカと岐阜市は協働してステークホルダーとの連携や、より多くの方々が健

康づくりにアクセスしやすい環境を整備し、地域の健康課題の把握や疾病予防に関する啓発活動など、市

民の皆様の健康増進に寄与することで健康寿命の延伸を目指してまいります。 
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今回の協定締結において、岐阜市長 柴橋正直氏は次のように述べています。「誰もが健康でありたいと思

っているが、健康への意識は人によって差があり、糖尿病や COPD など自覚症状が少ない病気については、

医療に繋がっていない人も多いと聞く。健康寿命延伸のためには、病気の早期発見・早期治療が大切だ

が、健康を過信してしまい、仕事などで多忙なことから自分自身の体調に注意を向けられず、知らず知らず

のうちに病気が悪化してしまっている場合がある。今回、アストラゼネカ様との協定に基づき、取り組みを進め

る COPD の認知度はまだまだ低く、今後、地域の医療機関や大学病院などステークホルダーと連携し、市

民の皆様に正しい情報を的確に届けていくことが必要であると考えている。アストラゼネカ様の知見やノウハウ

をご提供いただき、また、アストラゼネカ様を通じて、他都市の好事例をご紹介いただきながら、岐阜市民の

健康寿命の延伸に向けた新たな取り組みをスタートさせたいと考えている」。 

 

アストラゼネカの代表取締役社長である堀井貴史は次のように述べています。「アストラゼネカが重点としてい

る疾患領域は、岐阜市が医療課題として抱える疾患と重なります。これまで培ってきた製薬企業としての知

見やエビデンスデータおよびノウハウを活かし、自治体や医師会などの多様なステークホルダーとの連携強化の

ハブとなり、市民の皆様の非感染性疾患:NCDs（生活習慣病）の早期発見・早期治療の促進に貢献し

ていきたい。そして客観的な評価を通じてエビデンスに基づく医療政策の実現に寄与したいと考えています」。 

       

以上 

 

＊＊＊＊＊ 

非感染性疾患（Non-Communicable Diseases, NCDs）とは 

NCDs とは、世界保健機関（WHO: World Health Organization）の定義では、不健康な食事や

運動不足、喫煙、過度の飲酒、大気汚染などにより引き起こされる、がん・糖尿病・循環器疾患・呼吸器

疾患・メンタルヘルスをはじめとする慢性疾患をまとめて総称したもので、2021 年には全世界で 4300 万人

以上の方が NCDs が原因で亡くなっています 3。日本では、高齢社会の進展に伴い、NCDs の患者数・死亡

者数が年々増加しており、総死亡者数のうち約 85％を占めると推定されています 4。国民の健康増進の推

進のための基本方針に基づく健康づくり運動「健康日本 21（第三次）」においても、NCDs の有病患者

数増加が指摘され、『その対策は国民の健康寿命の延伸を図る上で引き続き重要な課題である』とされま

した 5。これらの疾患の主な原因は不健康な生活習慣にあり、生活習慣の改善を促す対策が提唱されてい

ます。また、NCDs は家計や経済にも大きな影響を与え、これが持続的に増加すると予測されることから、グ

ローバルな対策が求められています。 

 

アストラゼネカについて 

アストラゼネカは、サイエンス志向のグローバルなバイオ医薬品企業であり、主にオンコロジー領域、希少疾患

領域、循環器・腎・代謝疾患、呼吸器・免疫疾患からなるバイオファーマ領域において、医療用医薬品の

創薬、開発、製造およびマーケティング・営業活動に従事しています。英国ケンブリッジを本拠地として、当社

の革新的な医薬品は 125 カ国以上で販売されており、世界中で多くの患者さんに使用されています。詳

細については https://www.astrazeneca.com/ または、ソーシャルメディア@AstraZeneca をフォロー

してご覧ください。 

https://www.jpma.or.jp/globalhealth/ncds/index.html
https://www.jpma.or.jp/globalhealth/ncds/index.html
https://www.astrazeneca.com/
https://www.linkedin.com/company/1603/admin/feed/posts/
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日本においては、主にオンコロジー、循環器・腎・代謝、呼吸器・免疫疾患およびワクチン・免疫療法を重点

領域として患者さんの健康と医療の発展への更なる貢献を果たすべく活動しています。アストラゼネカ株式会

社については https://www.astrazeneca.co.jp/をご覧ください。アストラゼネカの Facebook、

Instagram、 YouTube もフォローしてご覧ください。 
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